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戸
越
銀
座
商
店
街経

営
企
画
部　

落
合
琳
音

　

私
の
生
ま
れ
育
っ
た
東
京
都
品
川
区
の
お
す

す
め
の
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
は
歴
史
と
文
化
が
息
づ
く
「
戸
越
銀

座
商
店
街
」
で
す
。
こ
こ
は
、
全
長
一
・
三
キ

ロ
㍍
の
長
さ
が
あ
る
関
東
で
有
数
の
商
店
街
。

そ
ん
な
戸
越
銀
座
の
魅
力
を
三
つ
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
食
べ
歩
き
で
す
。
戸
越
銀
座
に

は
約
四
百
も
の
お
店
が
軒
を
連
ね
て
お
り
、
庶

民
的
な
コ
ロ
ッ
ケ
、
お
団
子
や
ス
イ
ー
ツ
の
食

べ
歩
き
が
で
き
る
場
所
で
す
。
私
的
に
は
、「
龍

輝
」
と
い
う
お
店
の
「
焼
き
小
籠
包
」
が
お
勧

め
で
す
。
カ
リ
も
ち
食
感
と
あ
ふ
れ
る
肉
汁
が

絶
品
の
小
籠
包
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
地
域
の
雰
囲
気
で
す
。
戸
越
銀

座
は
地
域
密
着
型
の
商
店
街
で
店
主
同
士
や
町

内
会
メ
ン
バ
ー
の
連
携
が
下
町
の
活
気
を
感
じ

さ
せ
、
町
全
体
に
広
が
る
そ
の
温
か
い
関
係
性

が
地
元
住
民
や
観
光
客
に
も
好
評
で
す
。
ま
た

品
川
区
は
治
安
が
良
い
た
め
、
い
つ
で
も
安
心

し
て
楽
し
め
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
利
便
性
で
す
。
東
急
池
上
線
戸

越
銀
座
駅
や
都
営
浅
草
線
戸
越
駅
、
東
急
大
井

町
線
戸
越
公
園
駅
な
ど
最
寄
駅
が
多
く
、
都
心

や
横
浜
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
良
好
で
す
。

　

東
京
に
訪
れ
た
際
に
は
ぜ
ひ
、
戸
越
銀
座
商

店
街
に
寄
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ど
こ
か
親
し
み
を
感
じ
る
雰
囲
気
に
何
度
も
訪

れ
た
く
な
る
素
敵
な
場
所
で
す
。

　中京都市圏東部を南北に結ぶ幹線

道路「瀬戸大府東海線」は、愛知県

瀬戸市から同東海市へと至る主要地

方道。同道長久手地区について、国

土強靭化を迅速に進めるための５か

年加速化対策の一環としてバイパス

道路の整備が進められています。

　災害時の物資・人材受け入れの起

点となる東名高速道路名古屋ＩＣ及び

名古屋瀬戸道路長久手ＩＣへのアクセ

ス性向上により緊急道路網を強化す

ること、また長久手市街を通る現道

の混雑を避け交通の分散を図ること

を整備の目的としています。

　そのルート上、愛知用水の管理用

通路にスロープを付加する工事に際

して、岡三リビックの「多数アンカー

式補強土壁工法」が採用されていま

す。多数アンカー式補強土壁工法で

あれば補強材長が比較的短くて済む

ことから、民地と用水、既設擁壁に

挟まれた限られた幅の中で新たな道

路盛土を構築するには好適であるた

めです。

　また、補強領域をコンパクトにで

きることは施工範囲の縮減とともに

地盤改良面積の縮減にも繋がり、工

事全体としての工費の抑制にも繋

がっています。

愛知県尾張建設事務所

主要地方道瀬戸大府東海線

株式会社山本工務店

多数アンカー式補強土壁工法

約１８２ｍ２

施　主：

施工路線：

施工会社：

商品名：

多数アンカー式補強土壁工法

限られた空間で補強土壁を成立限られた空間で補強土壁を成立 多数アンカー式
補強土壁工法
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ヒ
ア
リ
っ
て
今
ど
う
な
の
？

　

数
年
前
に
兵
庫
県
尼
崎
市
で
初
確
認
さ
れ
、

そ
の
国
内
定
着
が
危
惧
さ
れ
て
い
た
外
来
種

昆
虫
の
ヒ
ア
リ
。
原
産
地
は
南
米
だ
が
、
当

時
既
に
北
米
や
中
国
な
ど
に
勢
力
を
拡
大
し
、

国
際
的
に
危
険
生
物
に
指
定
さ
れ
て
い
た
。

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
年
間
一
千
万
人
以

上
が
刺
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
非
常
に
攻
撃
的

な
種
で
、
各
地
で
ヒ
ア
リ
が
在
来
種
の
ア
リ

を
駆
逐
し
た
報
告
が
上
が
っ
て
い
る
が
、
日

本
で
は
発
見
事
例
こ
そ
出
て
い
る
も
の
の
港

湾
部
以
外
で
は
ご
く
わ
ず
か
で
、
水
際
作
戦

が
辛
う
じ
て
奏
功
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

実
は
日
本
で
は
、
普
段
よ
く
見
る
大
型
種

の
オ
オ
ク
ロ
ア
リ
が
ヒ
ア
リ
を
食
い
止
め
て

い
る
と
の
話
が
あ
る
。
オ
オ
ク
ロ
ア
リ
は
ヒ

ア
リ
と
の
直
接
対
決
で
は
決
し
て
強
く
な
い

が
、
特
殊
な
フ
ェ
ロ
モ
ン
を
分
泌
し
て
お
り
、

ヒ
ア
リ
は
こ
れ
を
相
手
が
強
者
で
あ
る
と
誤

認
し
て
絡
ま
ず
避
け
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
。

そ
の
た
め
、
こ
の
フ
ェ
ロ
モ
ン
を
抽
出
し
て

港
湾
部
で
散
布
す
れ
ば
ヒ
ア
リ
の
拡
散
を
抑

え
込
む
有
効
策
に
な
る
と
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
ワ
サ
ビ
の
辛
み
成
分
も
効
果
が
高

い
と
い
い
、
海
上
コ
ン
テ
ナ
内
に
ヒ
ア
リ
と

と
も
に
ワ
サ
ビ
成
分
を
含
浸
さ
せ
た
シ
ー
ト

を
入
れ
て
一
週
間
密
閉
し
た
実
験
で
は
、
ヒ

ア
リ
が
ほ
ぼ
死
滅
し
た
ほ
ど
と
い
う
。
い
ず

れ
も
今
後
の
実
用
化
に
期
待
だ
。

　

な
お
、
ヒ
ア
リ
以
外
に
も
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
ア
リ
、
ア
カ
カ
ミ
ア
リ
な
ど
外
来
ア
リ
は

様
々
な
種
が
い
る
。
い
つ
も
と
違
う
ア
リ
だ

と
思
っ
た
ら
要
注
意
だ
。

空石積擁壁を経済的に耐震補強
　近年頻発する大規模地震や豪雨に

より、宅地擁壁の倒壊が多く見られ

ていることから、国土交通省より「宅

地擁壁の健全度判定・予防保全対策

マニュアル(令和4年 )」が発行され、

全国に存在する健全度の低い宅地擁

壁が対策されることで宅地防災の推

進が図られています。

　国土強靭化の推進にあたっては、

空石積擁壁や健全度の低い練石積擁

壁などを予防的に耐震補強すること

が強く求められていました。

　そうした社会的ニーズを背景に研

究開発された対策工法が「ハイブリッ

ドＭＰ工法」です。

　ハイブリッドＭＰ工法は、擁壁天端

部に斜め鉛直方向に打設する「引張

パイル」と石積みの基礎部に打設す

る「圧縮パイル」を前張りコンクリー

トと一体化させ、擁壁全面を保護す

ることにより石積擁壁の「転倒」、「滑

動」、および「基礎部の沈下」が生じ

ない補強をします。

　この構造により石積擁壁の崩壊が

生じることを抑止し、ボルトの打設

ピッチも「引張パイル」と「圧縮パ

イル」は約１.５～２.５ｍおきで良いた

め、極めて経済的かつ迅速な施工が

可能です。

　補強材には異形鉄筋のほか中空ね

じボルト ( ＳＰボルト ) を採用可能。

宅地地盤においては強固な岩盤が浅

い位置にあることはまれなため、二

重管削孔のセンターロッドに代えて

ロストビットを使ったスピード施工

にも対応しています。　

類似工法例 （圧縮パイルｘ２）ハイブリッドＭＰ工法

空石積擁壁を経済的に耐震補強

中空ねじボルト

ロストビット

類似工法との比較

概　要　図

ハイブリッドＭＰ工法


